
平成 16 年 1 2 月 2 8 日

気 象 庁 予 報 部

配信資料に関する技術情報（気象編）第１７９号

～中部国際空港（RJGG）関連電文の提供について～

　中部国際空港は、平成 17 年 2 月 17 日（木）より供用を開始します。供用開始に

伴い提供する中部国際空港関連の電文ヘッダについてお知らせ致します。

　また、当該電文が円滑に配信されることを確認するため、一部の電文については、

下記のとおり試験配信を実施致します。

記

１　中部国際空港供用開始時に提供を開始する対象電文ヘッダについて

　ア　供用開始の前日の平成 17 年 2 月 16 日（水）0830JST から、予報業務を含む全

ての業務を開始し、24 時間運用します。24 時間対応で、正規業務として情報

提供を開始します。

　イ　対象電文ヘッダ

電文の種類 冒頭符号

TAF-L 報 FTJP31
RJGG

FTJP30 RJTD

TAF-S報 FCJP31
RJGG

FCJP30 RJTD

飛行場警報
WOJP71
RJGG

ｸｳｺｳｹｲﾎｳ 1  ﾁﾕｳﾌﾞｺｳｸｳ

飛行場気象情報
WOJP75
RJGG

ｸｳｺｳｼﾞﾖｳﾎｳ 1  ﾁﾕｳﾌﾞｺｳｸ
ｳ

METAR報 SAJP
RJGG

SAJP71 RJTD

SPECI 報 SPJP
RJGG

航空機気象観測報告 UAJP71
RJGG

火山の噴煙に関する通報
SEXX72
RJGG

　　（発信官署が RJTD の電文は、既に提供している編集報へ地点を追加します）

　ウ　上記電文のうち、METAR 報、SPECI 報及び TAF 報については、以下のとおり試

　　験配信を実施後、正式配信とします。



２　METAR 報、SPECI 報の試験配信の実施について

　　対象電文ヘッダ：

単体報 A/N 編集報
（RJGG を含む）

METAR SAJP
RJGG

SAJP71 RJTD

SPECI SPJP
RJGG

　ア　平成 17年 1月 13日（木）午後から試験配信を不定期に主に日中（0830-1730JST）

の時間帯に開始します。また、夜間に配信することもあります。

　イ　平成 17 年 1 月 20 日～2 月 15 日の 0830～1700JST のみ、正規の観測データ

として、正式提供を開始します。

３　TAF 報の試験配信の実施について

　　対象電文ヘッダ：

A/N 編集報

（RJGG を含む）

TAF FTJP30 RJTD
FCJP30 RJTD

　※平成 17 年 2 月 10 日（木）1100～1500JST の間に試験配信を実施します。

４　試験電文の取り扱いについて

　試験電文（但し、METAR 報及び SPECI 報の平成 17 年 1 月 20 日～2月 15 日の 0830

～1700JST の正式運用の時間帯は除く）は、正式な観測値、予報等ではなく、あく

まで試験データなので取り扱いにご注意ください。

　また、各種機器の障害対応訓練等により、電文の配信は予告なく停止すること

があります。


